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鹿児島国際大学におけるチョウの盛衰
（1993.3-2011.7）
青谷政明
昭和の最後の春，本学（当時は鹿児島経済大学）に赴任した。入学式前後の春先，１号館前
と経塚周辺のツツジに多数のアゲハ。クロアゲハ，モンキアゲハが群がり，経塚の頂上部では
キアケハ，アカタテハ，ヒメアカタテハ，ヤクシマルリシジミ（A5～8）がテリトリー を張り，
それらにアゲハ，モンキアケハ，カラスアゲハ，ミヤマカラスアゲハ，アオスジアゲハ，ルリ
シジミ，サツマシジミ（A3,4)，やや遅れて４月中下旬にはミカドアゲハ（A１，２）が加わり
それぞれに追飛を繰り広げ，足元にはコジヤノメ，ヒメウラナミジヤノメがいて，その間をツ
マグロヒョウモンと多数のスジグロシロチョウが飛び交う光景に購いた･キャンパス内には池
(現４号館）があり，周囲にはシロツメクサ，カタバミ，ミヤコグサ，アザミ類が生えていて，
経塚と旧図書館（現ユーカリ会館）の間にかけて数種のツツジ，ハイビスカス，シヤリンバイ
など吸蜜源が豊富であった。今ほど建てこんでいなかったとはいえ住宅街の一角で短期間にこ
れだけ多数のチョウを観察できるとは思ってもみなかった。
また，現在７号館がある場所に学生食堂があり，周辺にサンゴジュが植栽されており（図
１)，キャンパス内でソメイヨシノが散る中を多数のサツマシジミが乱舞する光景は圧巻で
あった。当時，研究室は現６号館にあり，夕方にはしばしばクロコノマチョウが飛び込んでき
た。夜には数種のスズメガがガラス窓にぶつかったり，時には大きなシンジュサン（Ｃ１）が
へばりついたりしていた。池の周辺では今では見かける機会が少なくなったモンキチョウ，ベ
ニシジミ，ツバメシジミは普通に見られた。
しかし，今ではそんな光景を目にすることはない。大学周辺同様キャンパス内も建造物が増
え，地面の舗装も進んでいる。総じて全体の個体数は減少しているが，その変動幅は種により
大きな差があり，キャンパスから姿を消した種や消しつつある種もあれば，ほとんど影響を受
けていない種もある。また年によっては珍客が訪れることもある。温暖化が懸念されるととも
に，遅きに失したとはいえ生物の多様性にあらためて関心が注がれている今，環境指標生物と
して人目に着きやすいチョウの記録を残しておくのも無駄ではないだろう。
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図１鹿児島経済大学校舎配置図（数字は校舎番号を示す）１９B7年
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I鹿児島国際大学七十年史」より
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鹿児島国際大学におけるチョウの鵬衰 (1993.3-2011.7）
鹿児島国際大学におけるチョウの観察・目撃（1993.3～2011.7）
「鹿児島国際大学」は鹿児島市の南部に位置し，2004年５月現在「校舎・屋内体育施設等敷
地は78,078㎡，総合グラウンド，野球場，テニスコート，和・洋弓場等の屋外運動施設が
117,092,2あり，寄宿舎施設（女子学生寮6,734,2）を合わせると201,904,2（約62,000坪)」（『鹿
児島国際大学七十年史」「校地・校舎｣）の校地を有しており，その中には三角点でもある経塚
(標高107.3ｍ）を含み，敷地総面積は基本的に現在と変わらない。
Ｎ
、
函
大学西通脚
窪
門
図２校舎等配置図
｢2010年度鹿児脇国際大学学生便覧」より
記録を取り始めたのは1993年３月からであるが，年間を通して網羅的にとはいかず，また年
により濃淡がある。とりわけ1995年以降，海外語学研修引率の機会が多く，８月上旬から９月
中下旬にかけての観察記録は他の月に比べ貧弱であること．また'992年以前は大部分が記憶に
よることをお断りしておく。
なお，マダラチョウ科，ジャノメチョウ科をタテハチヨウ科に統合する説やスジグロシロ
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観察・目撃機会
チョウ，キチョウ族の分類についても新説があり，議論のあるところであるが，ここでは従来
通りの分類・和名で記す。
観察・目撃できたのは次の48種である。
和名の後の記号は以下の通りで，その後のコメントは2010年時点での
ある。
｢目撃・観察機会」で
●毎年普通に観察できる。
○ほぼ毎年観察できるが，稀な年もある。
△他地からの飛来または移動中の個体。
＊迷蝶，偶産種。
個体数に大きな変動なし
減少傾向にある
激減
ここ数年，目撃しておらず，絶滅の可能性がある。
絶滅
→
↓
４
？
×
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アゲハチョウ科
アゲハ
キアゲハ
クロアゲハ
モンキアゲハ
ナガサキアゲハ
カラスアゲハ
ミヤマカラスアゲハ
アオスジァゲハ
ミカドアゲハ
普通
普通
少ない
多い
普通
少ない
少ない
普通
少ない
↓↓←↓↓←←↓↓?????????
Papilioxuthus
Papiliomachaon
Papilioprotenor
Papiliohelenus
Papiliomemnon
Papiliodehaanii
Papiliomaackii
Graphiumsarpedon
Graphiumdoson
シロチョウ科
モンシロチョウ
スジグロシロチョウ
○↓
○４
普通
少ない
Pierisrapae
Pierismelete
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普通
少ない
普通
普通
普通
少ない
稀
数年おきに目撃
1993年
1994,2003.09,10年
(1993.3-2011.7）
キチョウ（キタキチョウ）
ツマグロキチョウ
モンキチョウ
○→
×
○↓
普通
1996年以降目撃なし
少ない
Euremamandarina
Euremal2et2
Coliaserate
マダラチョウ科
アサギマダラ
カバマダラ
数年おきに目撃
数年おきに目撃
Paranticasita
Danauschrysippus
?
??
タテハチョウ科
ツマグロヒョウモン
コミスジ
キタテハ
アカタテハ
ヒメアカタテハ
ルリタテハ
イシガケチョウ
タテハモドキ
アオタテハモドキ
リュウキュウムラサキ
鹿児島国際大学におけるチョウの盛衰
↓↓↓↓↓↓??????????
Argyreushyperbius
Neptissappho
Polygoniac-aureum
Vanessaindica
Vanessacardui
Kaniskacanace
Cyrestisthyodamas
Junoniaalmana
Junoniaorithya
Hypolimnasbolina
ジャノメチョウ科
ヒメウラナミジヤノメ
コジヤノメ
ヒメジヤノメ
クロヒカゲ
クロコノマチョウ
ウスイロコノマチョウ
多い
稀
普通
稀
少ない
1993年
←???↓??? ?
Ypthimaargus
Mycalesisfrancisca
Mycalesisgotama
Lethediana
Melanitisphedima
Melanitisleda
シジミチョウ科
ベニシジミ
ウラナミシジミ
ヤマトシジミ
ッバメシジミ
ルリシジミ
●↓
○↓
●↓
○J
●↓
少ない
年による増減大
普通
少ない
多い
Lycaenaphlaeas
Lampidesboeticus
Zizeeriam2h2
Everesargiades
Celastrinaargiolus
１６１
セセリチョウ科
キマダラセセリ
チャバネセセリ
イチモンジセセリ
多い
普通
少ない
普通
少ない
1999,2002年
2008年
2009年
↓←←↓↓????????
ヤクシマルリシジミ
サッマシジミ
ムラサキシジミ
ムラサキッバメ
ウラギンシジミ
アマミウラナミシジミ
クロマダラソテツシジミ
ルリウラナミシジミ
Acytolepispuspa
Udaraalbocaerulea
Narathurajaponica
Narathucabazalus
Curetisacuta
Nacadubakuraba
Chiladespandava
Jamidesbochus
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1995年以降目撃なし
少ない
年による増減大
Potanthus8avus
Pelopidasmathias
Parnaraguttata
?．?←↓?
アゲハチョウ科について
九州本島に棲息する本科のチョウはオナガアゲハ，ジャコウアゲハを除き，発生期には普通
に目撃・観察できる。ただし，ミヤマカラスアゲハの春型は稀である。著しく目撃機会が減っ
たのはクロアゲハ，反対に増えたのはモンキアゲハで，現在本学で見かける黒いアゲハは本種
であることが多いが，盛夏にはナガサキアゲハも勢力を増す。
モンキアゲハの増加はクロアゲハの減少と反比例しているように思える。学内で観察できる
アケハチヨウの中でナガサキアケハが年によりやや個体数の変動が大きいことを除けば，その
他は個体数の寡多はあるが発生数（あるいは目撃頻度）はほぼ安定している。モンキアゲハは
年々全国的に棲息域を拡大・北上しており，そのことと直接関係があるのかは現在のところ不
明である。両者の関係は大学近辺から薩摩半島南部（金峰山，千貫平，大野岳，魚見岳，開聞
岳～長崎鼻）にかけての地域でも同様の傾向にある。これが全国的な傾向であるのかは未調査
であるが，少なくとも学内では両者の隆盛と衰退は顕著である。
他は安定的に発生または飛来し普通に観察できるが，総じてアゲハ，キアゲハ，モンキアゲ
ハ，ナガサキアゲハを除き目撃機会は減少している。アゲハ類に限らないが，その要因は４号
館の建設（1990年）に伴う池の埋め立てとその後の周辺の整地と考えられる。池の周囲にあっ
たアザミ類，スミレ類，シロツメクサ，カタバミ，ミヤコグサなどはその時根こそぎになった。
ミヤコグサは今ではかろうじて図書館南側（図３－⑪東南，以下「図３－」省略）の限られた
場所でしか見られない。とりわけアケハ類の目撃機会が減ったのは，１号館前⑧。境界のツツ
ジが成長し繭定が定期的になされるようになってから著しい。萌定実施者によれば，秋に一定
の高さに切り揃えるが，結果的に花をつける大半の部分が切り払われるという。春季における
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瀞(1993.3-2011.7）
図３鹿児島国際大学樹木植裁位雷図
(2002年，前教授吉良今朝芳氏の澗査・作成による）
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目撃機会の減少は吸蜜源の減少と比例している。それでも夏季には経塚ほど顕著ではないが，
⑥の図書館寄りでも蝶道が形成されることがある。
オナガアゲハはもともと森林‘性のチョウで本学の環境下では棲息不可能と思われるが，ジャ
コウアゲハはウマノスズクサがあり経塚周辺①西でも発生・棲息可能と思われる。ただし今の
ところ確認できていない。カラスアケハ，ミヤマカラスアケハは個体数こそ多くないがカラ
スザンシヨウ⑰⑨、ハマセンダン。⑧が伐採されない限り健在であろう。
ミカドアゲハについて
経塚山頂付近では毎年４月中旬より観察できるが，年により個体数の変動が大きい。図書館
裏・７号館前⑥のトウオガタマノキにまとわりつく早をしばしば目撃するが産卵は確認できて
いない。５号館前のタイサンボクではほぼ毎年，産卵活動と幼虫の食痕が観察できるが羽化ま
でに至るのは多くない。1996年と2000年にそれぞれｌ輔を持ち帰り観察したがともに羽化しな
かった。（寄生バチ．寄生バエの類は出てこず，ウイルス感染か他の原因？で死亡)。
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5号館前のタイサンボク
2011年８月５１１
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上：２齢幼虫2011年５ｊｊ３１１１
下：終齢幼虫2011年６月６１１
2000年５月13日，山川町成川（現・指宿市）のオガタマノキより得た20幼虫（２～３齢）を
水差しにした本学の（１）卜ウオガタマノキ，５幼（２）タイサンポク，５幼（３）両方それぞ
れ５幼ずつの３グループに分け観察したところ，明らかにタイサンポクを好んで摂食し成長も
速かった。（３）のグループも卜ウオガタマノキを多少は摂食するがタイサンポクに移動した。
そのうち（１）の３幼，（２）の２幼，（３）の５幼は終齢で死亡◎これらはハチの一種に符生さ
れていた。また（１）の２幼，（２）のｌ幼も他の原因（ストレス，摂食不良，ウイルス？）で
死亡。翌年の３月に羽化できたのは７頭のみであった。
本学のタイサンポクより得た幼虫からはいまのところ寄生バチ．寄生バエの類は確認できて
いない。幼虫時に烏などの捕食背のエジキになるものが多数と考えられる。食痕の判に確認で
きるj1lIiはきわめて少ない。これらのことから本学のタイサンボクで成虫が発生する確率も決し
て商〈ないものと推察される。経塚付近を飛測するミカドアケハは近隣からの飛来個体も多い
と思われるが。本学産の個体も商い確率で混在していよう。他地ではよくシヤリンバイでアオ
スジアゲハ，ヤクシマルリシジミなどと吸蜜する姿を11鵬するが，学内では経塚，５号館前の
タイサンボク付近以外で見かけることは少ない。シャリンバイは⑥①にもある。
なお，上述の成川ではオガタマノキに産卵する早の近くに寄生バチの一種が控えていて，産
卵''１１:後に次々とミカドアゲハの卵に卵を雌みつけている光飲を:腹数lul目蟻している。
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シロチョウ科について
スジグロシロチョウは本学では最も個体数の多いチョウであった。経塚周辺，図書館裏⑧は
良好な発生・生息地であった。1993年の新図書館建設及び経塚下草刈り等で減少し，2007年の
現図書館裏樹木の部分伐採と下草刈り以降さらに減少した。それでも春型の発生期（３月下旬
～５月上旬）にはモンシロチョウよりは目撃機会は多い。ただし，６月以降の夏型はそれほど
多くなく．モンシロチョウのほうが目撃機会は増える。現在では年間を通して安定的に見られ
るのはモンシロチョウである。
ツマグロキチョウは1995年まで２号館５号館北の土手とその上の空き地にカワラケツメイ
が群生（図１）し毎年安定的に発生していたが，民家，女子寮等の建設に伴い食草が壊滅．
1996年４月，越冬個体の目撃を最後に見かけていない。
マダラチョウ科について
アサギマダラはしばしば見かけるが，多くが秋の移動中の個体である。春先の観察例として
は，1993年４月30日に経塚頂上で複数頭目撃。その日のノートには「頭上にモンキアゲハ，サ
ツマシジミ，ルリシジミ，ヤクシマルリシジミ，足元にコジヤノメ，ヒメウラナミジヤノメ，
その中間に多数のスジグロシロチョウ及び少数のキチョウ」がいたと記している。
カバマダラ（B7,8）は数年置きに目盤するが，その時の個体数は決して少なくない。大学
近辺の民家の庭やプランターにトウワタ（あるいはフウセントウワタ）が植えてある所があり，
そこや．あるいは野生化した周辺のトウワタで発生した個体が飛来するものと思われる。１９９６
年には自宅（坂之上）の鉢植えのトウワタにも産卵し，近くの空き地でも発生した。開聞岳・
長崎鼻周辺では秋には毎年観察でき，年によってはスジグロカバマダラ，リュウキュウアサギ
マダラ，ウスコモンマダラ，ツマムラサキマダラ，マルバネルリマダラも観察できる。ことに
よると一部は本学にも飛来しているかも知れないが確認できていない。
タテハチョウ科について
ツマグロヒョウモンを除き個体数は多くないが，コミスジ，キタテハ，アカタテハ，ヒメア
カタテハは普通に見られる。ルリタテハを見かける機会はこれらに比べると少ない。タテハモ
ドキ，イシガケチョウは近辺からの飛来であろう。本学で目撃したタテハモドキは今のところ
すべて春先で，秋型の越冬個体に限られる。
アオタテハモドキ（B１１）は1993年にバス停の土手。◎の境界でｌ早を採集。産卵らしき活
動をしていたがその時には卵は発見できなかった。後日調査に行くとバス停整備のため草は刈
られコンクリートが吹きつけられていた。
リュウキュウムラサキは1994年（B9）に経塚，2003年，2009年（Ｂ１０)，2010年に図書館裏
でそれぞれ１頭目撃・採集している。開聞岳周辺ではほぼ毎年目撃しており．本学への飛来回
１６５
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数は実際はもっと多いものと思われる。
メスアカムラサキは市内でも錦江湾公園，鹿児島大学農学部，喜入運動公園（旧喜入町）な
どで目撃しているが本学ではまだ観察できていない。
ジャノメチョウ科について
コジャノメは経塚頂上付近に限られるが，多数棲息していた。下草刈り後急減，絶滅の可能
性あり。ヒメジャノメは経塚周辺に広く棲息していたが，やはり下草刈り後，個体数は減少し
たもののコジャノメ程の影響は受けていない。図書館裏⑧’２号館裏⑭の狭い草地でも見られ
る。本学に限ればコジャノメ，クロヒカゲは発生地に固執する傾向が強く，ヒメジヤノメは環
境の変化に応じて新たな生息地を求め拡散する傾向にあり，意外と適応能力は大きい。なお，
クロヒカゲが観察できるのは経塚の西側。⑥の境界付近に限られる。
クロコノマチョウは2000年以前，６号館に研究室が在った時には夕方しばしば建物内に飛び
込んできた。下草刈り後はそういうこともなくなった。経塚周辺および図書館裏は良好な発生
地であり棲息地であった。夏型，秋型ともに人気が少なくなった夕方，よく学内を飛朔する姿
が見られた。棲息環境は著しく狭められている（図番館裏②東南部は壊滅？)。経塚周辺では
個体数は減少しているが今でも観察できる。
ヒメウラジャノメも少なくなったが，以前が多すぎたともいえる。特にユーカリ会館から経
塚への登り口周辺では大発生していた。ウラナミジャノメは全国的に棲息地を減らしている
が，大学周辺には意外に多い。食堂裏から合宿研修所東・経塚西側にかけて棲息環境は整って
いるように思えるが現在のところ目撃していない。
シジミチョウ科について
ヤマトシジミ，ツバメシジミ，ルリシジミ，ヤクシマルリシジミ，サツマシジミ．ムラサキ
シジミ．ムラサキツバメは普通に見られるが，ヤマトシジミ，ツバメシジミは棲息域が狭まり，
とりわけツバメシジミは観察機会が少なくなった。食性からヤマトシジミの回復は比較的容易
であると思われるがツバメシジミは学内から姿を消す可能性もある。サツマシジミも新食堂建
設（1998年）前に比べるとさすがに少なくなったが,今でも春先には経塚頂上部でルリシジミ，
ヤクシマルリシジミと追飛を繰りかえしたり乱舞する光景が見られる。
サツマシジミはミカドアゲハ，ヤクシマルリシジミとともに本学を代表するチョウと言え
る。最盛期は入学式から新学期が始まる頃であるが，早い年には３月上中旬から見られる。
2002年には３月10日に１３を採集している。激減したとはいえまだまだ多い。食堂の移転
(1998年)，７号館の建設（2000年）と徐々に個体数を減らしたが，２号館と５号館の間のサン
ゴジュの落ち葉をきれいに清掃するようになったことも原因していると思われる。春型はサン
ゴジュにより発生していることは確認できるが．クロキ⑧①⑭，ミミズバイ①。、スダジイ⑧
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①①⑭。◎，ナナメノキ③①⑭，イヌツゲ③◎①
⑧①。ツクシイヌツゲ。①､モチノキ①①，クロ
ガネモチ。③⑥⑥⑧⑭⑰等生育可能な樹木が豊富
にあるにも関わらず５月以降の夏型を観察できる
機会は少ない。
ヤクシマルリシジミは厳冬期を除き年間を通し
て観察できる。Ili有性が極めて強く，４，５月の
経塚頂上ではliil種はもちろんルリシジミ，サツマ
シジミを始め飛来するツマグロヒョウモン，アカ
タテハ．ヒメアカタテハ，通過Iliの大剛のアゲハ
までも追尾する光餓が見られる。これらのチョウ
が静止していた場合，飛立ち追尾したりされたり
すると同じ場所に静止するとは限らない（アカタ
テハ，ヒメアカタテハは元いた場所の近くの葉
上，枝先，地面，コンクリートにも静止する）の
に対し，ヤクシマルリシジミは枕めて揃い確率で
同じ場所（多くは同一の葉上）に灰ってくる。結1,判」し〆･受刀〃１１つ／、Ｙｄ,ｌｕＵＶノオ竜一Ｌ－ノＶ－ノハ目‐-ノＬ、’ａＪＯノ１，口 ２号館～５号館のサンゴジニＬ
果的に小さなヤクシマルリシジミが中型タテハ， 2011年８ｊｊ５Ｈ
大型アゲハからテリトリーを守ったことになる。
何でも追い払おうとするが，ただアオスジアケハとミカドアケハを追姥する婆はあまり目にし
ない。
ベニシジミは春先から晩秋までよく見かけたが妓近はめっきり少なくなった。食堂移転前の
②の東南は湿潤で周辺には多数のギシギシが生えており，新図書館建設（1993年）と樹木の部
分伐採および下車刈り（2007年）に伴い，それらの生育範囲が急激に狭められていつたことよ
るものと思われる。
ムラサキシジミはアラカシ③⑪①⑭②やクヌギ③⑧◎がより豊富にあるにも関わらずムラサ
キッバメほど１１蝶機会は多くない。以前は図詳館袈③でもよく１１撃されたが，妓近では稀で経
塚に限られつつある。ムラサキツバメは経塚と図書館製③のマテバシイを主な発生源とし，冬
でも日当たりの良いＨには飛んでいる婆を見ることができる。本学における両若の個体数はそ
れほど変わらないか，むしろムラサキシジミの方が多いのではないかと思われるが，特に秋か
ら冬にかけての||嬢機会の差はムラサキツバメの活動範州と集団越冬する傾向が強いことに関
係していると考えられる。
アマミウラナミシジミ（B１，２）は薩摩半島南部から近場では錦江湾公剛でもしばしば発生
するが，本学でも1999年11月３１:Iと2()02年10月５１|にそれぞれ複数頭11蛾し採集したがいずれ
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も３１であった。
クロマダラソテツシジミ（B5,6）は2007年以降西日本各地で発生したが，翌年には本学
の１号館前ロータリーと２号館前のソテツでも発生。薩摩半島南部（指宿市，旧開聞町，旧山
川町）では，その後も継続的に発生しているが，ソテツの勇定．消毒により本学での発生は
2008年のみであった。
ルリウラナミシジミ（B3,4）は1999年，2000年開聞岳周辺，2009年には九州各地及び西日
本の一部で大発生したが，本学では2009年11月２日と７日にそれぞれ複数頭の３１を観察・採集
している。
セセリチョウ科について
キマダラセセリは1995年に図書館横⑪で１３を採集。以降，一度も目撃していない。絶滅が
危慎される。ただ，ツマグロキチョウと異なり多食性で食草もあるのでどこかで生き延びてい
る可能性もある。
まとめ
この20年間で本学から完全に姿を消したのはツマグロキチョウ，その可能性が極めて高いの
はキマダラセセリ，消しつつあるのはコジャノメ，クロヒカゲである。個体数が著しく減少し
たのはスジグロシロチョウ，ヒメウラナミジヤノメ，サツマシジミである。但し，この３種は
以前，例年大発生という状況が続いていたので減少感が否めないが，現在でも普通に観察でき
る。確実に個体数を減らしているのはクロコノマチョウ，観察．目撃機会が減ったのはクロア
ゲハ，ベニシジミ，ツバメシジミ，ヤマトシジミの４種である。
大学近辺では見かけるものの，ジャコウアゲハ，ツマキチョウ，ウラナミジャノは学内では
観察できていない。３kｍほど南の平川動物園，錦江湾公園一帯ではテングチヨウ，スミナガ
シ，ゴマダラチョウ，イチモンジチョウ，ミドリヒョウモン，アオバセセリ等が見られ，時に
はツマベニチョウ，ウスキシロチョウを目撃するが，これらも学内までは飛来しないようであ
る（学内にはエノキ⑥①⑦が数本あるがテングチョウ，ゴマダラチョウは確認できていない)。
学内で観察できるチョウは総じて個体数を減らしているが，ルリシジミ，ヤクシマルリシジ
ミ，ムラサキツバメはほとんど変動がなく，モンキアゲハ，ツマグロヒョウモンはむしろ増え
ている。ツマグロヒヨウモンは国内に産する大型ヒョウモンの中で唯一多化性であることに加
え，野生のスミレ類のほか，花壇や鉢植えのパンジーでも生育可能であることによるものであ
ろう。
ツマグロキチョウの絶滅は食草の壊滅に直接起因しているが，キマダラセセリが姿を消した
詳しい原因は不明である。ツマグロキチョウと異なり食餌となる植物も多岐にわたり，主要な
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食草であるエノコログサは下草刈りで激減したがまったく無くなったわけではない。減少して
いるスジグロシロチヨウ，コジヤノメ，ヒメジヤノメ，クロヒカゲ，クロコノマチョウは湿潤
または薄暗い環境を好む。明るい環境を好むツバメシジミ，ヤマトシジミの減少は学内の建築
物増加および舗装による食草，棲息域の減少に直接結びついていると思われる。絶滅あるいは
絶滅が危倶される２種に加えこれらはすべて幼虫の食餌を草本類に頼っている。
一方，個体数を減らしたとはいえまだ多いサツマシジミやほとんど変動が見られないルリシ
ジミ，ヤクシマルリシジミ，ムラサキツバメ，決して多くはないが安定して観察できるアオス
ジアケハ，ムラサキシジミ等はすべて樹木を主な食餌としている。総じて，草本類を食餌とす
る種は棲息域が狭められ，個体数が減少しており，この傾向は留まりそうにない。樹木に頼る
種は食樹が伐採されない限り個体数はほぼ保たれるであろう。
学内で見られなくなったのはツマグロキチョウとキマダラセセリの２種のみであるが，カバ
マダラ，アオタテハモドキ，リュウキュウムラサキ，ウスイロコノマチョウ（B１２)，アマミ
ウラナミシジミ，クロマダラソテツシジミ，ルリウラナミシジミの７種の南方系の迷蝶が飛来
している。また，この数年，本学のイヌマキ⑧⑥①⑪⑭でも南方系のガであるキオビエダシヤ
ク（C3）（2003年３月26日に初観察，2008,9年には大発生したが，殺虫剤散布により激減）が
発生している。南方系の鱗遡目が飛来（あるいは植物等に幼虫，卵が付着し移入）し発生する
ためには食草・食樹があり，冬の最低気温に耐えられるステージを有することが不可欠である。
薩摩半島南部では南方系の迷蝶，ウスキシロチョウ，カバマダラ，アマミウラナミシジミ，ク
ロマダラソテツシジミ，クロボシセセリはこの数年連続的に発生を繰り返している。これらは
温暖化傾向と無縁ではないだろう。直接温暖化と関係があるのかは不明だが，異変と言えば７
号館前のクヌギは１０年ほど前までは完全に落葉していたが，このところかなりの部分でカシワ
のように新芽に押し出されるまで落葉しなくなった。
経塚頂上部以外ではサツマシジミの乱舞が見られなくなり，人の気配に敏感なクロコノマ
チョウが夕方学内を飛び回ることもほとんど無くなった。学内周辺が全体的に明るくなったせ
いか，シンジュサンをはじめ各種のガが夜，研究室のガラス窓にへばりつくことも，サツマニ
シキ（C2）がふらふらとキャンパス上空を舞う姿を見かけることもほとんど無くなった。そ
れでもアゲハチョウ科各種，ルリシジミ，ヤクシマルリシジミ，サツマシジミ，ムラサキシジ
ミ，ムラサキツバメ等が安定的に供給されアサギマダラ，イシガケチョウ，タテハモドキ等が
観察でき，南方系の迷蝶も訪れる。総じて個体数は減っているが，観察できる種類は増えてい
る。
建築物，舗装，人口（学生教職員）増を仮に「都市化」と呼ぶことにすれば，学内は確実に
｢都市化」が進行し，薄暗い場所と草地が減少し乾燥化傾向にある。その影響をもろに被って
いるのはヒメウラナミジヤノメを除くジヤノメチヨウ科各種，スジグロシロチヨウ，ベニシジ
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ミ ， ヤ マ ト シ ジ ミ ， ツ バ メ シ ジ ミ で あ ろ う 。
本 学 は 温 暖 化 傾 向 下 で 「 都 市 化 」 が 進 行 す る 一 方 ， 食 餌 を 樹 木 に 頼 る 種 は 相 対 的 に 健 在 で あ
る 。 そ の 意 味 で は 「 こ ぐ さ い の 森 」 が そ れ な り に 保 全 さ れ て い る と も 言 え な く は な い 。 た だ し
森 が 真 に 森 で あ る た め に は 下 草 に も 注 意 が 払 わ れ る べ き で あ ろ う 。 人 が 集 い 憩 う 場 と し て だ け
で な く チ ョ ウ が 舞 う 「 こ く さ い の 森 」 で も あ っ て 欲 し い 。 図 書 館 裏 ・ ７ 号 館 前 の ク ヌ ギ （ 少 な
く と も 2 0 0 7 年 ま で は コ ク ワ ガ タ ， ヒ ラ タ ク ワ ガ タ の 良 好 な 発 生 源 で あ っ た 。 カ ブ ト ム シ も い た
と い う が 筆 者 未 確 認 ） と ， と り わ け 経 塚 西 側 の ア ラ カ シ ， マ テ バ シ イ ， コ ナ ラ ， エ ノ キ と カ ラ
ス ザ ン シ ョ ウ の 大 木 を 含 む ， 昼 で も 薄 暗 い 湿 潤 な 一 帯 は 是 非 こ の ま ま の 状 態 で 保 全 さ れ る こ と
を 願 う 。
最 後 に ， 学 内 施 設 , 植 栽 樹 木 等 の 資 料 に つ い て は 総 務 課 , 学 生 課 ， 入 試 室 ， 大 学 広 報 セ ン タ ー
の 職 員 の 皆 さ ん ， ミ カ ド ア ゲ ハ の 幼 虫 と 樹 木 ， 標 本 撮 影 に つ い て は 本 学 部 ・ 船 越 公 威 教 授 と 大
学 院 生 の 新 井 あ い か さ ん の お 世 話 に な っ た 。 ま た 学 内 で サ ツ マ ニ シ キ が 発 生 し て い る の に 気 づ
い た の は 経 済 学 部 ・ 八 尾 信 光 教 授 の 標 本 提 供 が き っ か け で あ っ た 。 後 に ， 本 学 部 ・ 吉 良 今 朝 芳
前 教 授 に よ り 食 樹 ヤ マ モ ガ シ の 存 在 地 ⑭ も 教 示 さ れ た 。 あ わ せ て 感 謝 し ま す 。
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